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４月２５日＝特別休会

５月 ２日→５日(日)中山道祭り六斎市に移動

本町本部前9：00～

９日→１１日(土)恵那山ウエストン祭に移動

       恵那山ウエストン公園10:30～

１６日＝普通例会／ＩＤＭ委員会担当

   会員卓話 塚田晃ＩＤＭ委員 「私の思い」

２３日＝普通例会／情報・研修委員会担当

   会員卓話 鈴村正樹パスト会長

「ちょっとお得な話を」

３０日＝クラブフォーラム「次期に向けて」

         ／吉川義康会長エレクト担当

※５月度定例理事会 ２Ｆ会議室 13：35～

・次年度第１回臨時理事会 ５月１６日(木)13:35～

例会終了後 2Ｆ2-1会議室にて

・次年度第２回臨時理事会 ６月２０日(木)13:35～

例会終了後 2Ｆ2-1会議室にて

第４回ＩＤＭ ５月１６日(木) いちふみ １８：３０～

クールビズ実施期間 ５月～１０月
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会長の時間   田口義也会長
今日は、ここ３～４年程前から話題となっていますドローンに

ついて少し話をさせていただきます。皆さんが初めて知ったの

はたぶん2015年４月に「首相官邸無人機墜落」の事件報道か

らだと思います。測量の分野では2013年位から航空写真測量

の業界で話題になっていました。私が本格的に興味を持ったの

はリニア岐阜県駅誘致に向けて水面下での活発な動きがあっ

た時期でした。リニアの計画路線の殆どがトンネルであること

から残土の処分場の候補地をJRが求めていて、３次元地形に

よる土捨て場候補地の残土量把握の為でした。 現在では高精

度カメラとレーザー点群によるデータ解析技術の開発により

三次元設計の今後に期待されています。 しかし、レーザー装

置がまだまだ高価であり普及には時間がかかっています。

元々ドローンは、ＵＡＶ（Unmanned Aerial Vehicle）と呼

ばれプロペラの無い飛行機型の形をしていて、軍事用に第一次

世界大戦中に開発され、第二次世界大戦中に偵察機として、ま

た、湾岸戦争では爆撃機して使われた歴史があります。ドロー

ンと呼び名のついたのはプロペラ型のＵＡＶのブンブンする

音が蜂の羽音に似ているからだと言う説がありますが、この機

体の存在で地形測量での三次元化が身近なものとなった事や、

テレビ局での空撮、災害現場の把握、一般の人の趣味としても

広く活用が進みました。 ただし、ドローンは航空法により地

上１５０ｍ以上の飛行や、民家の上空、人が集まる上空での撮

影には、特別な許可申請が必要となっていますので注意が必要

です。（お配りした資料をご覧ください。）今後もまだまだ新し

い技術の活用が進んで行くため、若い技術者の育成に努めなけ

ればと思っています。 余談ですが、先日公開された５,５０

０万光年も離れた銀河系にあるブラックホールの写真は歴史

的な撮影として、世界中を震撼させました。
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本日の例会プログラム

１．開 会 点 鐘

２．ソ ン グ ＝ ｢奉仕の理想｣

３．ゲスト、ビジターの紹介

４．食事と交歓

５．会長の時間

６．出席報告、ﾆｺﾎﾞｯｸｽ発表、委員会報告、幹事報告

７． クラブフォーラム 吉川義康会長エレクト担当

    「地区協議会報告」

８．閉会点鐘

      

今後の例会予定

★プロフィール

１９８０年渡欧、以来絵画制作を続け現在に至る。

１９９７年にメンシィ・ヴァル・ド・エッソンヌＲＣ創設時、

アーティストとしてチャーターメンバーに選ばれる。

２０００～２００２年プロトコールを務める。

２００６年ポール・ハリス・フェロー（PHF）のピンを授かる。

中津川ＲＣ委員会行事予定


